4. 紀要 : 中学校・高等学校の学習指導要領数学科の変遷と数学力の現状を踏まえた数学教育へのICT活用の検討 by 高木 正則











































23 年 9 月には算数数学科学習指導要領が改訂され，
昭和 26 年には中学校高等学校学習指導要領（試案）


























































































































を図 1 に示す．授業時数の一単位時間は 50 分とな
っている．図 1 から，数学の標準授業時限数は昭和
47 年度から昭和 55 年度まで実施された学習指導要
領の 420 時間となっていたが，その後は減少傾向と
なり，平成 14年度から平成 23 年度まで実施された
学習指導要領では 315 時限まで減少した．しかし，
平成 24年度以降は 385 時限まで時限数が増加され，
令和 3 年度から始まる次期学習指導要領でも 385時
限が確保されている． 
 










第 1学年 同じ符号の 2数の加法の学習を基にして，
符号の異なる 2 数の加法の計算の方法に
ついて考察する活動 
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目は平成 19 年版，平成 29 年版に再度追加されてい
た．なお，「代表値」については，平成 19 年版から


































Programme for International Student Assessment）
と IEA （ International Association for the 
Evaluation of Educational Achievement，国際教育
到達度評価学会）が実施している国際数学・理科教
育動向調査（ TIMSS： Trends in International 
Mathematics and Science Study）がある． 
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表 5 高校数学科の科目構成と標準単位数の変遷 

















4 5 4 5 5 6  









4 3 3 3 3 3  
H1 数学Ⅰ 数学Ⅱ 数学Ⅲ 数学 A 数学 B 数学 C 
 
 
4 3 3 2 2 2  
H11 数学 
基礎 
数学Ⅰ 数学Ⅱ 数学Ⅲ 数学 A 数学 B 数学C 
2 3 4 3 2 2 2 
H21 数学Ⅰ 数学Ⅱ 数学Ⅲ 数学 A 数学 B 数学 
活用 
 
3 4 5 2 2 2  
H30 数学Ⅰ 数学Ⅱ 数学Ⅲ 数学 A 数学 B 数学 C 
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4.2. PISA の結果 





2015 年の PISA の結果では，日本の数学的リテラシ
ーは参加 72 か国中 5 位と上位に位置づけており，
OECE加盟国の中では 1 位となっている． 
また，PISA 調査では，測定された知識や技能を習
熟度と定義し，数学的リテラシーの場合は 2003年の
OECD加盟国の生徒の平均得点が 500 点，約 3 分の 2




4.3. TIMSS の結果 
TIMSSは小学校 4年生と中学校 2年生を対象とし，
1964年から実施されており，1995年からは 4 年に 1
度実施されている．TIMSS の中学校 2 年生数学の結
果の推移[22]を表 7 に示す．なお，TIMSS の得点は
1995 年調査における基準値（500 点）からの変化を
示す値となっている．表 7の平均得点の推移では， 
表 6 PISAの数学的リテラシーの結果の推移 
 2003 2006 2009 2012 2015 
日本の得
点 
534点 523点 529点 536点 532点 































表 7 TIMSS の中学校 2年生数学の結果の推移 
 平均得点 順位 
1995年 581点 3位/41か国 
1999年 579点 5位/38か国 
2003年 570点 5位/45か国 
2007年 570点 5位/48か国 
2011年 570点 5位/42か国 
2015年 586点 5位/39か国 
 
2003 年調査の平均得点が 1999 年調査から有意に低
下し，2015 年調査の平均得点が 2011 年調査から有
意に上昇したことが示されている[22]．中学校では，
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図 2 振り返りシートの画面例 
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